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防
音
楽
隊 

吉
田
沙
保
里
選
手 

凱
旋
パ
レ
ー
ド
で
演
奏 

 
 

 
 

 
 

 

（
消
防
総
務
課
）

八
月
二
十
八
日
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
五
十
五
キ

ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
三
連
覇
と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
た
吉
田
沙
保
里
選
手
の
凱
旋

パ
レ
ー
ド
が
、
市
内
の
国
道
二
十
三

号
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
沿
道
に
は
、

吉
田
選
手
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
約

五
万
人
の
市
民
や
フ
ァ
ン
が
詰
め
か

け
、
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

           

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
、
消
防
音

楽
隊
や
三
重
高
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
部
も
参
加
し
、
演
奏
で
吉
田

選
手
の
偉
業
達
成
を
称
え
る
と
と

も
に
、
沿
道
の
人
々
に
防
火
・
防

災
の
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。 

           

パ
レ
ー
ド
の
後
、
市
役
所
で
吉

田
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

展
示
物
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
際
に
も
大
勢
の
フ
ァ

ン
が
待
つ
正
面
玄
関
で
出
迎
え
の

演
奏
を
行
い
、
セ
レ
モ
ニ
ー
に
花

を
添
え
ま
し
た
。 

（
岡
大
介
） 
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↑国道２３号を凱旋パレードする吉田沙保里選手と消防音楽隊  

 

 

 

↑沿道に手を振る吉田沙保里選手  

↑吉田沙保里選手を先導する形でパ

レードする三重高校バトントワリ

ング部と消防音楽隊  
↑花束を手にロビーに案内  
される吉田沙保里選手  
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救急救命士による処置の範囲が広がる実証研究が行われます 

 １０月１日から、救急救命士の処置による救急搬送患者の救命率を向上 

させるため、厚生労働省と総務省消防庁の助言を受け、厚生労働科学研究 

班が中心となり、「血糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与」、 

「重症喘息患者に対する吸入β刺激薬の使用」、「心肺停止前の静脈路確保 

と輸液の実施」の３項目を追加し、その効果などを検証します。 

 津市での実証試験は、県内で唯一選考され、消防本部と津・久居地域メ 

ディカルコントロール協議会が共同で、平成２５年１月３１日まで実施す 

る予定です。 

実証研究の３項目を行う際には、２０歳以上の傷病者を対象として、本 

人や家族の同意を得てから、医師の指示を受けながら行います。 

 今回の実証研究により、その効果や安全性が確認され、救急救命士の処置 

範囲拡大が期待されます。 

 今回の実証研究に伴う救急救命士の処置範囲拡大に、御理解と御協力をお 

願いします。 

 
 

【実証研究に伴い拡大される処置】 

 ・低血糖発作：血糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与 

 ・重症喘息：重症喘息患者に対する吸入β刺激薬の使用 

 ・ショック：心肺停止前の静脈路確保と輸液の実施 

 

【実施予定期間（介入）】平成２４年１０月１日～平成２５年１月３１日 

※これらの処置を行う際には、２０歳以上の傷病者を対象に、本人また 

は家族などの同意を得てから、電話などで医師の指示を受けながら行い 

ます。 

処
置
範
囲
拡
大
の
実
証
研
究
に

向
け
た
事
前
研
修
の
実
施

 
 

 
 

 
 

（
中
消
防
署
）

 

消
防
本
部
で
は
、
救
急
救
命
士
の

処
置
範
囲
拡
大
の
実
証
研
究
の
開

始
に
向
け
、
６
月
か
ら
薬
剤
投
与
の

認
定
を
受
け
て
い
る
救
急
救
命
士

三
十
二
人
を
対
象
に
、
消
防
本
部
の

研
修
室
な
ど
で
事
前
研
修
を
行
っ

て
お
り
、
中
消
防
署
の
救
急
救
命
士

も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
前
研
修
は
、
津
・
久
居
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

な
ど
に
所
属
の
医
師
を
講
師
と
し
、

講
義
、
実
技
な
ど
が
あ
り
、
合
計
で

二
十
時
間
を
超
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
十
月
一
日

か
ら
の
、
実
施
（
介
入
）
に
向
け
万

全
の
態
勢
を
整
え
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
松
田
憲
晃
）

 

消
防
救
助
技
術 

東
海
地
区
指
導
会
に
出
場 

 
 

 
 

 
 

（
西
分
署
） 

 

七
月
十
一
日
、
鈴
鹿
市
石
薬
師
町

の
三
重
県
消
防
学
校
で
、
第
四
十
一

回
消
防
技
術
東
海
地
区
指
導
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
津
市
消
防
本
部

か
ら
は
、
障
害
突
破
と
引
揚
救
助
の

二
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
障
害
突

破
は
、
コ
ー
ス
上
に
設
置
さ
れ
た
五

つ
の
障
害
を
突
破
し
て
救
助
現
場

に
い
ち
早
く
到
着
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
引
揚
救
助
は
、

低
所
に
い
る
要
救
助
者
を
七
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
ま
で
救
出
す
る
も
の

で
、
い
ず
れ
の
種
目
も
五
人
一
組

で
、
安
全
性
、
確
実
性
、
迅
速
性
を

競
い
ま
す
。
指
導
会
に
出
場
し
た
隊

員
た
ち
は
、
今
回
の
経
験
と
鍛
え
た

身
体
、
錬
磨
し
た
救
助
技
術
を
、
今

後
の
現
場
活
動
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。 

 
 

 
 

（
川
口
展
人
） 

 

お問い合わせ先 救急対策室 TEL059-254-1603 

 

↑事前研修受講中の救急救命士  
 

 

 
↑指導会で活躍する隊員  
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消
防
団
安
濃
方
面
団 

夏
期
・
水
防
訓
練
を
実
施 

 
 

 
 

 
 

（
安
濃
分
遣
所
） 

 

七
月
八
日
、
消
防
団
安
濃
方
面
団

と
中
消
防
署
安
濃
分
遣
所
合
同
の

夏
期
・
水
防
訓
練
を
実
施
し
、
約
百

二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
の
技

術
向
上
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の

で
、
土
の
う
作
成
、
積
み
土
の
う
工

法
訓
練
、
機
械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ

操
法
、
放
水
な
ど
の
基
本
的
な
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。 

額
に
汗
す
る
消
防
団
員
か
ら
「
台

風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
水
防
技
術
を

確
認
で
き
た
」
と
自
信
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。 

 
 

（
宮
下
久
志
） 

 

解
体
現
場
で 

ブ
リ
ー
チ
ン
グ
訓
練
を
実
施

（
北
消
防
署
）

四
月
二
十
五
日
、
大
里
窪
田
町
の

三
重
病
院
で
、
解
体
中
の
旧
多
目
的

棟
に
お
い
て
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。 

ブ
リ
ー
チ
ン
グ
と
は
、
破
る
・
破

壊
す
る
と
い
う
意
味
で
、
地
震
な
ど

で
倒
壊
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物

か
ら
、
要
救
助
者
を
救
出
す
る
た

め
、
壁
や
床
に
開
口
部
を
開
け
る
工

法
を
い
い
、
今
回
は
、
こ
の
ブ
リ
ー

チ
ン
グ
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

隊
員
は
、
削
岩
機
な
ど
の
破
壊
器
具

を
駆
使
し
て
、
安
全
を
確
保
し
つ
つ

大
胆
か
つ
慎
重
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
壁
を
三
角
形
に
開
け
る
工
法
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
も
、
倒
壊
建
物
か
ら
の
救

助
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る

巨
大
地
震
発
生
も
危
惧
さ
れ
て
お

り
、
今
後
と
も
訓
練
を
積
み
重
ね
、

技
術
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。 

          

 

な
お
、
今
回
の
よ
う
な
実
際
の
建

物
を
使
用
し
た
訓
練
は
、
大
変
貴
重

な
も
の
で
あ
り
、
御
協
力
い
た
だ
い

た
国
立
病
院
機
構
三
重
病
院
の
関

係
者
の
方
々
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

 
 

 

（
伊
東
賢
一
）

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
連
携
し
た 

水
難
救
助
訓
練
を
実
施 

（
河
芸
分
署
） 

六
月
二
十
五
日
、
河
芸
町
東
千
里
の

マ
リ
ー
ナ
河
芸
で
、
水
難
救
助
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
、
水
難
事
故
が
多
発

す
る
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
水
難
救
助
に

対
す
る
体
制
の
確
認
と
、
今
年
二
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
た
三
重
県
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
と
の
連
携
強
化
を
目
的
に
実

施
し
ま
し
た
。 

訓
練
後
、
黒
川
北
消
防
署
副
署
長
に

よ
る
、
溺
者
救
助
法
な
ど
の
研
修
も
実

施
し
ま
し
た
。 

 
 
 

（
田
村
和
也
） 

   

 

↑ドリルでコンクリート壁に穴を  
あける隊員  

 

 

↑設定した開口部の様子

 

 

↑医師と協力し傷病者をドクターヘリに

収容する救急隊員  

 
↑放水訓練をする消防団員  
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中
国
人
実
習
生 

心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ 

（
芸
濃
分
署
） 

七
月
三
日
、
芸
濃
庁
舎
で
就
業
実
習

の
た
め
来
日
中
の
中
国
人
実
習
生
二

十
四
人
に
対
し
、
滞
在
中
、
安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
教
養
の
一

環
と
し
て
、
心
肺
蘇
生
法
の
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。 

実
習
生
か
ら
は
、
「
中
国
で
は
、
こ

の
よ
う
な
救
急
訓
練
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
体
験
で

す
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
最
初

は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
戸
惑
っ
て
い

ま
し
た
が
、
熱
心
に
心
肺
蘇
生
法
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。 

こ
の
他
に
も
、
地
震
・
風
水
害
の
講

話
、
消
火
器
を
使
っ
て
の
初
期
消
火
訓

練
も
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
奥
山
光
也
） 

応
急
手
当
普
及
員
講
習
実
施 

（
久
居
消
防
署
）

 

七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
の
三
日
間
、
消
防
本
部
で
市
内
の
小

学
校
養
護
教
諭
を
対
象
に
応
急
手
当

普
及
員
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

応
急
手
当
普
及
員
を
取
得
す
る

と
、
普
通
救
命
講
習
で
心
肺
蘇
生
法

な
ど
の
指
導
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
各
学
校
で
独
自

に
普
通
救
命
講
習
を
開
催
で
き
、
各

学
校
の
実
状
に
合
わ
せ
た
救
命
講

習
会
が
可
能
と
な
り
、
救
命
率
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

受
講
し
た
先
生
か
ら
「
今
後
は
、

指
導
者
と
し
て
消
防
職
員
と
協
力

し
て
、
応
急
手
当
の
普
及
・
指
導
に

努
め
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
（
小
黒
俊
明
）

     
危
険
物
安
全
週
間
に
伴
う 

危
険
物
施
設
で
の
訓
練
の
実
施

（
南
分
署
）

 

六
月
五
日
、
雲
出
長
常
町
の
豊
国

製
油
株
式
会
社
三
重
工
場
に
お
い

て
、
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
従
業

員
二
十
五
人
と
消
防
職
員
二
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 
           

訓
練
は
、
地
震
が
発
生
し
屋
外
タ

ン
ク
貯
蔵
所
の
配
管
が
破
損
し
、
油

が
漏
洩
し
出
火
し
た
と
の
想
定
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
自
衛
消

防
隊
に
よ
る
通
報
・
初
期
消
火
訓
練

を
行
い
、
そ
の
後
、
到
着
し
た
久
居

消
防
署
南
分
署
の
消
防
隊
が
消
火

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
南
分
署
で

は
、
危
険
物
安
全
週
間
の
期
間
中
に

管
内
の
四
か
所
の
危
険
物
施
設
で

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
七
か

所
の
少
量
危
険
物
施
設
で
立
入
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。 （

前
川
寿
宏
）

美
里
中
学
校
全
校
生
徒
が 

 

心
肺
蘇
生
法
講
習
を
受
講 

（
美
里
分
署
） 

六
月
十
三
日
、
美
里
中
学
校
の
一
年

か
ら
三
年
生
ま
で
の
全
校
生
徒
が
、
心

肺
蘇
生
法
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
夏
本
番
を
前
に
、
水
に
よ

る
事
故
や
熱
中
症
に
対
す
る
救
急
事

案
に
対
処
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

講
習
中
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
救
急

救
命
士
の
講
義
を
聞
く
と
と
も
に
、
実

技
で
も
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
な
ど

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

講
習
後
、
参
加
し
た
生
徒
は
、
「
も

し
、
友
達
や
家
族
が
倒
れ
た
ら
、
積
極

的
に
心
肺
蘇
生
を
や
り
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
鯖
戸
利
宏
） 

 

 ↑心肺蘇生法の実技の指導を  
受ける先生たち  

 

 ↑泡放水する消防隊員  
 

 
↑一生懸命に心臓マッサージを  

行う生徒  

 
↑心臓マッサージを行う  

中国人実習生  
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香
良
洲
地
域 

水
防
工
法
訓
練
を
実
施 

（
香
良
洲
分
遣
所
） 

 

六
月
三
日
、
香
良
洲
海
岸
に
お
い

て
、
自
主
防
災
協
議
会
香
良
洲
支

部
、
消
防
団
香
良
洲
方
面
団
、
香
良

洲
総
合
支
所
、
久
居
消
防
署
香
良
洲

分
遣
所
合
わ
せ
て
、
約
二
百
人
が
参

加
し
て
水
防
工
法
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。 

  
 

     

訓
練
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
、

堤
防
の
一
部
が
決
壊
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
香
良
洲

分
遣
所
職
員
指
導
の
も
と
、
自
主
防

災
会
は
改
良
積
み
土
の
う
工
法
、
香

良
洲
方
面
団
は
釜
段
工
法
を
そ
れ

ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
川
邊
雅
裕
） 

三
重
県
消
防
操
法
大
会
出
場 

（
白
山
消
防
署
）

七
月
二
十
一
日
、
三
重
県
消
防
学

校
に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
三

重
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

津
市
消
防
団
か
ら
は
、
白
山
方
面

団
、
美
里
方
面
団
の
二
チ
ー
ム
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。 

出
場
団
員
、
指
導
者
と
も
に
、
二

月
か
ら
半
年
間
に
わ
た
り
、
休
日
も

い
と
わ
ず
訓
練
に
参
加
し
大
会
に

備
え
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

荒
天
と
な
り
ま
し
た
が
、
団
員
ら

は
、
雨
を
吹
き
飛
ば
す
気
迫
で
操
法

に
臨
み
、
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。 

 
 

 

（
天
野
博
）

            

ゴ
ム
ボ
ー
ト 取

り
扱
い
訓
練
を
実
施

（
一
志
分
署
）

七
月
二
十
四
日
、
三
十
一
日
の
二

日
間
、
波
瀬
川
に
お
い
て
新
た
に
配

備
さ
れ
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
組
み
立

て
と
漕
艇
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
配
備
さ
れ
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト

は
、
六
人
乗
り
の
手
漕
ぎ
の
も
の

で
、
大
雨
な
ど
で
冠
水
し
た
地
域
に

取
り
残
さ
れ
た
要
救
助
者
の
救
出

や
、
水
難
救
助
の
際
に
活
用
す
る
も

の
で
す
。 

          

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
は
、
「
さ

ら
に
訓
練
を
継
続
し
習
熟
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

（
大
原
康
也
）

美
杉
地
域
防
災
訓
練
を
実
施 

（
美
杉
分
署
） 

九
月
一
日
、
美
杉
中
学
校
に
お
い

て
、
地
元
住
民
、
消
防
・
防
災
関
係

機
関
合
わ
せ
て
、
約
二
百
人
が
参
加

し
て
、
平
成
二
十
四
年
美
杉
地
域
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
大
規
模
地
震
が
発
生

し
、
幹
線
道
路
が
土
砂
崩
れ
な
ど
で

通
行
で
き
な
く
な
り
、
美
杉
地
域
が

孤
立
状
態
に
な
る
と
と
も
に
、
多
く

の
家
屋
が
倒
壊
し
多
数
の
負
傷
者

や
火
災
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う

想
定
で
行
わ
れ
、
自
主
防
災
協
議
会

美
杉
支
部
に
よ
る
避
難
訓
練
、
消
防

団
に
よ
る
消
火
訓
練
や
土
砂
災
害

現
場
で
の
救
出
訓
練
、
三
重
県
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
負
傷
者
搬
送
訓

練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
援
物
資
投

下
訓
練
な
ど
の
実
践
的
な
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

（
水
谷
一
人
） 

 

↑放水する  
白山方面  
団員  

↑放水する美里方面団員  
 

 

 
↑ドクターヘリに負傷者を  

引き継ぐ隊員  

 

↑土のうを積む参加者たち  

 

↑オールでゴムボートを漕艇  
する隊員  
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可
搬
型
衛
星
通
信
装
置 

 
 

取
り
扱
い
訓
練
を
実
施 

（
通
信
指
令
課
） 

五
月
二
十
八
日
、
津
市
消
防
本

部
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
、
三
重
県
警
察
本
部
合
同
の
水

難
救
助
訓
練
に
合
わ
せ
、
雲
出
川
河

川
敷
に
お
い
て
、
可
搬
型
衛
星
通
信

装
置
の
取
り
扱
い
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。 

こ
の
装
置
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊

の
派
遣
隊
用
と
し
て
、
三
重
県
か
ら

譲
渡
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

大
規
模
な
地
震
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
、
被
災
地
と
消
防
本
部
な

ど
と
の
通
信
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
今
回
の
訓
練
で
は
、
支

援
車
を
活
用
し
、
津
市
消
防
本
部
の

指
令
セ
ン
タ
ー
と
通
信
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。 

 
 

 

（
松
本
博
行
） 

      

 

防
災
ず
き
ん
作
り
で 

 

自
助
の
大
切
さ
を
呼
び
掛
け

（
消
防
総
務
課
）

消
防
団
芸
濃
方
面
団
さ
さ
ゆ
り
分

団
は
、
「
明
る
く
、
活
発
に
、
そ
し
て

地
道
に
」
を
合
言
葉
に
、
女
性
パ
ワ
ー

で
地
域
の
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
防
災
ず
き
ん
作
り
講
習

会
を
紹
介
し
ま
す
。 

防
災
ず
き
ん
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
防
災
グ
ッ
ズ
売
り
場

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
さ
ゆ
り

分
団
が
講
習
会
で
作
る
防
災
ず
き
ん

は
、
ひ
と
味
違
い
ま
す
。 

バ
ス
タ
オ
ル
を
袋
状
に
し
、
そ
の
中

に
避
難
所
で
必
要
と
な
る
物
や
衣
類

な
ど
を
詰
め
込
ん
で
作
る
も
の
で
、
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。 

 

防
災
ず
き
ん
講
習
会
は
、
数
年
前

か
ら
、
地
域
の
自
治
会
や
中
学
校
な

ど
で
開
催
し
て
お
り
、
最
近
で
は
、

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
市
外
か
ら
の
受
講
者
も
増
え
て
い

ま
す
。 

 

受
講
し
た
方
々
か
ら
は
、
「
楽
し
く

作
れ
、
実
用
的
だ
」
と
好
評
を
得
て
い

ま
す
。 

 

さ
さ
ゆ
り
分
団
は
、
松
谷
分
団
長
以

下
十
人
の
女
性
団
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
。
と
い
う
自
助
の
大
切
さ
を
呼
び

掛
け
て
い
き
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
横
山
博
）

       

平成２４年秋季全国火災予防運動 

 １１月９日（金）から１１月１５日（木）まで 

「平成２４年秋季全国火災予防運動」が実施されます。 

☆全国統一標語 『消すまでは 出ない行かない 離れない』 

☆重点目標 

  １ 住宅防火対策の推進 

  ２ 放火火災・連続放火火災防止対策の推進 

  ３ 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 

  ４ 製品火災の発生防止に向けた取組の推進 
 

↑受講した中学生との記念撮影  

↑男子中学生に指導する女性団員  
 

 
↑支援車の後方に設置した  

可搬型衛星通信装置  
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平
成
二
十
四
年
上
半
期
の 

火
災
・
救
急
・
救
助
概
況 

【
火
災
】
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

建
物
火
災
は
二
十
六
件
で
、
そ
の
う
ち

住
宅
火
災
は
十
三
件
で
し
た
。 

火
災
の
原
因
は
、
「
放
火
・
放
火
の

疑
い
」
が
最
も
多
く
、
特
に
深
夜
や
未

明
に
建
物
の
周
囲
や
駐
車
中
の
車
な

ど
が
狙
わ
れ
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、

家
の
周
り
に
外
灯
を
付
け
る
な
ど
明

る
く
し
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

な
ど
の
「
放
火
さ
れ
な
い
町
づ
く
り
」

が
必
要
で
す
。 

 
 

                  

【
救
急
】
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

救
急
出
動
件
数
は
六
千
五
百
六
件
で
、

急
病
が
四
千
四
件
と
全
体
の
約
六
十

二
％
で
し
た
。 

 

ま
た
、
救
急
出
動
全
体
の
約
五
十

四
％
が
軽
症
患
者
で
し
た
。 

軽
い
け
が
や
病
気
（
擦
り
傷
、
歯
痛
、

風
邪
な
ど
）
の
場
合
な
ど
は
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
か
か
り
付
け

の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

救
急
車
の
適
正
利
用
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
救
助
】
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

救
助
出
動
件
数
は
四
十
六
件
で
、
交
通

事
故
が
二
十
七
件
と
全
体
の
約
五
十

九
％
で
し
た
。 

 

出
動
件
数
四
十
六
件
の
う
ち
現
場

で
活
動
し
た
件
数
は
、
三
十
三
件
で
、

三
十
八
人
を
救
助
し
ま
し
た
。
活
動
件

数
に
含
ま
れ
て
い
な
い
十
三
件
に
つ

い
て
は
、
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に

付
近
住
民
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
も
の

な
ど
で
す
。 

 

☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
十
月
二
十
七
日
（
土
） 

 

消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お
城
ホ
ー
ル
ほ
か
） 

◆
十
一
月
四
日
（
日
） 

 

津
市
総
合
防
災
訓
練 

（
お
城
西
公
園
ほ
か
） 

◆
十
二
月
三
日
（
月
） 

 

住
宅
防
火
・
防
災
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

（
白
山
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
し
ら
さ
ぎ
ホ
ー
ル
） 

◆
一
月
十
三
日
（
日
） 

 

津
市
消
防
出
初
式 

（
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お
城
ホ
ー
ル
ほ
か
） 

編
集
後
記 

 
 

 

澄
み
き
っ
た
空
、
い
よ
い
よ
秋
本
番
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
休
日
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
片
手
に
素
晴
ら
し
い
秋
を
撮
り

に
出
か
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
て
い

る
人
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
も
使
っ
て
み
る
と
大
変
便
利
な
の

で
し
ょ
う
が
、
折
り
畳
み
式
の
携
帯
電
話

を
使
っ
て
い
る
私
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

派
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機

能
よ
り
も
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
方
が
撮

影
に
関
し
て
は
優
れ
て
い
る
と
信
じ
て

い
る
こ
と
も
そ
の
一
因
で
す
。
専
門
だ
か

ら
こ
そ
の
高
性
能
と
信
頼
性
。
こ
の
こ
と

は
、
消
防
を
専
門
と
す
る
私
た
ち
に
も
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
時
代
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
な

マ
ル
チ
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も

多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
秋
は
、
消
防
に
お

け
る
専
門
性
を
大
事
に
し
つ
つ
、
他
の
分

野
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
消
防
・
防

災
に
関
す
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
岡
大
介
） 

 

区分 平成 24 年上半期 平成 23 年上半期 増減

火災件数合計 56 73 ▲17

建物火災 26 37 ▲11

 うち住宅火災 13 24 ▲11

林野火災 2 11 ▲9 

 車両火災 10 9 1 

 船舶火災 0 0 0 

 その他の火災 18 16 2 

 死者（人） 1 3 ▲2 

 うち住宅火災 0 １ ▲1 

 負傷者（人） 4 7 ▲3 

                                     ▲は減を示す 

区分 平成 24 年上半期 平成 23年上半期 増減 

出動件数 6,506 6,184 322 

搬送件数 5,851 5,688 163 

搬送人員（人） 5,918 5,783 135 

主な事

故種別

(出動件数)

急 病 4,004 3,842 162 

一般負傷 1,019 952 67 

交通事故 616 615 1 

                                       

区分 平成 24年上半期 平成 23 年上半期 増減

出動件数 46 44 2 

活動件数 33 27 6 

救助人員（人） 38 32 6 

主な事

故種別

(出動件数) 

交通事故 27 27 0 

火 災 0 3 ▲3 

水難事故 3 4 ▲1 

建物等による事故 3 3 0 

                                       ▲は減を示す 



 

 
 

開    催    日：平成２４年１０月２７日（土） 

開催時間及び場所：津リージョンプラザお城ホール 午前１０時００分～午前１１時００分 

              お 城 西 公 園        午前１０時３０分～午後０時３０分 

入場無料（津リージョンプラザお城ホールは、収容人員に制限があります。） 

【内容】 
津リージョンプラザお城ホール  
 《開場：午前 9 時 30 分  開演：午前 10 時》 

  ・消防団協力事業所表示証交付式  

  ・消防音楽隊演奏  

  （予定曲目：ドラえもん、ﾊﾟｲﾚｰﾂ・ｵﾌ・ﾞｶﾘﾋﾞｱﾝ、演歌ﾒﾄﾞﾚｰほか）  

  ・女性消防団員による寸劇  

お城西公園  
                        《開場：午前 10 時 30 分  閉場：午後 0 時 30 分》 

                            ・運転席乗車体験「水槽付消防ポンプ車・救急車」  

・防火服着装体験（大人・子ども用）  

    ・地震体験  ・煙体験  ・１１９番通報体験  

    ・心肺蘇生法・ＡＥＤ取扱体験  

                           ・車両展示「はしご車・消防団多機能車・支援車」  

                            ・消防職員採用相談  

※天候などにより、中止または内容を変更する場合があります。  

                                     公共交通機関での来場に御協力をお願いします。  

主催：津市・津市消防本部 協力：津市消防団 後援：津市防火協会 

お問い合わせ先：消防本部企画調整室 TEL254-0353 

 

 

 

 

開催日時：平成２４年１２月３日（月） 

午後１時３０分～午後３時４０分 

開催場所：白山総合文化センター  

         しらさぎホール 

参加自由・入場無料（白山総合文化センターしらさぎホールは、 

                     収容人員に制限があります。） 

ご来場者にもれなく 

「いざという時の非常持出し袋」プレゼント！ 

プログラム 
午後０時３０分 受付開始 

  午後１時００分 開場 

  午後１時３０分 開会・あいさつ 

  午後１時３５分 基調講演（東京理科大学総合研究機構教授 菅原 進一） 

  午後１時５５分 ダニエル・カールの防災がんばっぺ 

  午後２時４０分 パネルディスカッション 

  午後３時４０分 閉会 
主催：総務省消防庁   

共催：津市・津市消防本部・津市消防団 

後援：三重県・津市防火協会 

お問い合わせ先：消防本部予防課 TEL254-0354 

消防・防災フェスティバル 

住宅防火・防災推進シンポジウム in 三重 

 

  

 

☆シロモチくん来場 

☆スタンプラリー開催 

☆電動消防車 

  救急車にも乗れます。

 一緒に地域の 

住宅防火防災 

を考げえっぺ！ 

 

 

本誌のイラストは、総務省消防庁のホームページから引用しました。




